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梗概 

I. 序論 

助詞は付属語で語彙的な意味を持ったない品詞である。助詞は 4 種

に分けられ、つまり格助詞、接続助詞、副助詞、終助詞。その色々な助詞

の中から、筆者は「それと限る」という意味を持つ「だけ」と「しか」と

いう助詞に興味を持ち、その助詞をもっと詳しく研究したいと思う。その

二つの助詞のニュアンスが異なっているからである。「だけ」と「しか」は

副助詞として区別され、副詞と同じ機能を持つ。それは、用言（動詞、形

容詞、形容動詞）を修飾することである。 

1. a. 千円しかない。 

 b. 千円だけある。 

 この二つの文は同じ意味を持っているが、1a. の文は「残ったお金

は千円しかなく、それが非常にたりない。」という意味を持ち、一方 1b. 「残

ったお金は千円だが、それでまだ充分である。」という意味をもっている。 

 「だけ」と「しか」の相違点は意味の視点だけではなく、構造の視

点からも相違点がある。森田（１９８０：１７３）によると： 

“冷蔵車の中には野菜しかない / 野菜だけある」事実と

しては同じだが、「．．．しかない」形式を用いると’他にも

っといろいろあることを予想し期待していたのに何もな

い。あるのは野菜だけだ‘野菜を除いては他に何一つない

という、非存在を強調する。” 

  



 

敦子によると（１９９２：７６）「だけ」という助詞は文に入れると、

4 種の意味を持つことになる、つまり： 

１．「のみ」という限界を表す「～だけ」 

２．ある程度を表現し、行為者がその程度を超えない意味と「それま

で」「そのように」という意味を表す「～だけ」 

３．「もっと、もっと」という意味を表す「～だけ」 

４．「それだけでなく、それ以外も．．．」という意味を表す「～だけ」 

 それに対して、「しか」は文に入れると、二つの意味を持つことに

なる。つまり： 

１．「（これ）のみ、それ以上はないこと」という意味を表す「～しか」 

２．「それ以外選択はないこと」という意味を表す「～しか」 

II. 本論 

2.1 ～だけ 

2.1.1 「のみ」という意味を表現する「～だけ」 

1. (1). このお菓子は甘いだけでおいしくない。 （JPT, 1993 : 142） 

 １の文にある「～だけ」は形容詞に付き、接続詞の役を持つ「で」

という助詞に付くいている。「おいしくない」という語は行為者がそのお菓

子は好きではないと言うニュアンスを与える。 

 その文に現れる「のみ」という意味は「甘い」という形容詞を修飾

  



 

する機能を持つ。つまり、そのお菓子のいいところは甘いだけで、話し手

にとってそのお菓子の味はおいしくないということである。 

 「～だけ」は「～しか」に置き換えることができない。それはその

文はもう否定形の文だからである。置き換えると、その文は構造的にも意

味的にも認められなくなる。 

 日本語文の中で、「～だけ」はほとんど「のみ」という意味として用

いられ、普通動詞、形容詞、形容動詞に付く。 

2.1.2 「それまで」/ 「そのように」という意味を持つ「～だけ」 

2.a.(6). 飲みたいだけ酒が飲めるといいなあ。  （JPT,1993:256） 

 2a の文の「～だけ」は願望を表す「～たい」形に活用した動詞に付

き、それから名詞に結ぶ。この文には違う形に繰り返した動詞がある。前

件に「～たい」形の「飲みたい」、と後件可能形の「飲める」がある。この

二つの動詞は文に現れる「～だけ」の意味に影響を与え、「飲みたいまで酒

を飲めればいいな」という意味に変化させる。 

 その文の中にある「～だけ」は「～しか」に置き換えることはでき

ない。置き換えると、文法的の意味が異なるためである。2a にある「～だ

け」が「～しか」に置き換えると、この文の構造と意味はこのようになる： 

2.b(6).* 飲みたいしか酒が飲めないといいなあ。 （JPT,1993：256） 

 「～だけ」が「～しか」に置き換えた後に現れる意味は認められな

  



 

くなるが、構造的にその文は認められる。 

 「～だけ」はその文の述語が「～たい」形の動詞で、動詞の繰り返

しがあれば、「それまで」「そのように」意味を表す。 

2.1.3 「もっと、もっと」という意味を表す「～だけ」 

3.(129) 働ければ働いただけ収入が増えます。  （PJW,2002:66） 

 3 の文にある「～だけ」は過去形の動詞に付く。その文の中で、違

う形に繰り返した動詞がある。このことが文にある「～だけ」の意味に影

響を与える。前件は確定条件形としてあらわれる「働ければ」というもの

で、後件は過去形の動詞に続き、最後に「～だけ」に続くため、その意味

は「働ければ、働くほど．．．もっと．．．」ということになる。 

 その文体の意味が「働ければ働くほど、収入がふえる、それが給料

がもっと増えるためである。 

 その文の「～だけ」が「～しか」に置き換えることはできない、置

き換えると、その文が構造的にも意味的にも認められなくなる。 

2.1.4 「それだけじゃなくて、．．．それ以外も．．．」という意味を表す「～

だけ」 
 

4.(2).  人は顔がきれいなだけではなく、心も美しくなければ。

 （JPT,1993:142） 

 4 の文にある「～だけ」は形容動詞「きれいな」に付き、それを修

飾し、「きれいだけ」という意味を表す。「それだけじゃなくて、．．．それ以

  



 

外も．．．」という意味が現れるのは「それだけでなく」の意味を表す「～だ

け＋でなく」や「及ぶこと」の意味を表す「も」を含む文型に支えられる

ためである。 

 その文の全体の意味は「いい人ということはきれいになることだけ

じゃなく、優しくなることも必要である。」 

 その文の「～だけ」が「～しか」に置き換えることができない。置

き換えると、その文が構造的の視点から見ると文法的に間違っているので

ある。 

2.2 ～しか 

2.2.1 「のみ」の意味を表す「～しか」 

5.(84). もう 3 日も水しか飲んでないんだもん。 （SM 17,1999:8） 

 5 の「～しか」は「水」という名詞に付き、テ形やデ形に活用した

動詞に続く。その文にある「～しか」は「水」という単語を説明し、5 の

文の述語の機能を持つ動詞の後にある否定形に続く。その文の意味は「水

のみ飲む」とか「水以外になにも飲まない」である。 

 その文の全体の意味は「もう 3 日間水だけ飲む、それ以外は飲まな

い。」 

 その文の「～しか」が「～だけ」に置き換えることができる。それ

は、同じ意味を表すためである。それは「もう 3 日間、水だけ飲む」とい

  



 

うことである。 

2.2.2 「それ以外に選択がない」という意味を表す「～しか」 

6.a.(93) 赤字が累増したので、従業員を解雇するしかないと経営者は判断

した。      （JPT,1993:256） 

 6a の「～しか」は「解雇する」用言の後にあり、その動詞を説明

する機能を持つ。その文に現れる意味は否定形に続く「～しか」の影響の

ため「従業員を解雇すること以外に選択がない」になる。6a の文のパター

ンは因果関係の形で、「ので」（から、ため）という単語に表す。 

 その文の全体の意味は「連続した赤字のせいで、従業員を解雇する

こと以外、仕方がない」である。 

 その文の「～しか」が「～だけ」に置き換えると、その文の意味と

文型はこのようになる： 

6.b. *赤字が累増したので、従業員を解雇するだけと経営者が判断した。

（JPT,1993:256） 

 6b の文は意味的にも構造的にも文法的で自然な文だが、置き換え

が行われた後の意味は前者のそれと異なる。 

III. 結論 

「～だけ」と「～しか」の用法を分析した結論としてこの二つの助詞

が構造的の相違点と文に現れる意味の相違点を持っていることがわかる。 

１．構造的の相違点は、「～しか」が否定を表す「～ない」に続かなければ

  



 

ならないこと。 

２．文の中で「～だけ」使うことは「のみ」という限界を表すことだけで

はなく、それ以外に「～だけ」はいくつかの意味を表すこともできる、

例えば： 

 A 「のみ」の意味を表す「～だけ」 

  普通は動詞、形容詞、形容動詞、助詞（が、を、で、に）と繋辞に

付く。 

 B 「それまで」「そのように」の意味を表す「～だけ」 

  普通は動詞の反復があり、そのひとつは願望形である。「～だけ」

はその「～たい」形の動詞に付く。それ以外に、その文のすべての文

脈からの意味にも注意が必要である。 

 C 「もっと．．．、もっと．．．」という意味を表す「～だけ」 

  「～だけ」は二つの異なる形に活用した動詞に付く。最初の動詞は

確定条件の「～えば」、それに続くのは普通形の動詞（辞書形と過去形）

である。 

 D 「それだけではなく、それ以外も．．．」という意味を表す「だけ」 

  普通は「～だけ」につく「でなく」という繋辞と「も」という助詞

に表される。 

「～しか」に生じる文脈的意味は、例えば： 

  



 

 E 「（これ）だけ、それ以外はない」という意味を表す「～しか」 

  普通は「名詞＋～しか～ない」という文の構造に表される。 

 F 「それ以外に選択がない」という意味を表す「～しか」 

  普通は「動詞＋～しかない」という文の構造に表される。 

 

  



RIWAYAT  HIDUP PENULIS 

 

I. Data Pribadi 

Nama    : Swestika Okfina Mumpuni  

Tempat Tanggal Lahir  : 13 Oktober 1984 

Jenis Kelamin   : Perempuan 

Agama    : Islam  

Anak ke   : 1 dari 1 bersaudara 

Alamat Bandung  : Setrasari mall C1 no 51 Bandung 

Alamat Asal   : Komp. Pemda PJKA no. 26 Cimahi 

Kewarganegaraan  : Indonesia 

Nama Ayah   : Ismed Lakoem 

Nama Ibu   : Handayani Puji Astuti 

II   Pendidikan    

SD Islam Al-Bayyinah  Jaksel   1990-1996 

SLTP Negri 253   Jaksel   1996-1999 

SLTA Negri 97   Jaksel   1999-2002 

Universitas Kristen Maranatha Bandung  2002-2007 

 

 



DAFTAR ISI 

 

KATA PENGANTAR ........................................................................… i 

DAFTAR ISI   ………………………………………………… iii 

BAB I PENDAHULUAN ………………………………………………… 1 

1.1  Latar Belakang  ……………………………………………….... 1 

1.2  Perumusan Masalah ……………………………………………..….. 8 

1.3  Tujuan Penelitian  ……………………………………………….... 8 

1.4  Metode dan Teknik Penelitian ………………………………………… 8 

1.5  Organisasi Penulisan ………………………………………………... 10 

BAB II KAJIAN TEORI ………………………………………………… 11 

2.1 Semantik   ………………………………………………… 11 

 2.1.1 Makna Gramatikal ………………………………………… 12 

 2.1.2 Makna Leksikal  ………………………………………… 13 

2.2 Kelas Kata  ………………………………………………………… 15 

 2.2.1 Joshi ………………………………………………………… 16 

 2.2.2 Fukujoshi ………………………………………………… 17 

2.3 ～しか  ………………………………………………………… 19 

2.4 ～だけ  ………………………………………………………… 21 

BAB III ANALISIS ………………………………………………………… 26 

3.1 ～だけ  ………………………………………………………… 27 

3.1.1 ～だけ yang menyatakan makna ‘hanya’……………………… 27 

   3.1.2 ～だけ yang menyatakan makna ‘sebanyak’ / ‘se.…..’……….. 35 

     3.1.3 ～だけ yang menyatakan makna ‘semakin….semakin….’……. 39 

  
iii 

 



3.1.4 ～だけ yang menyatakan makna ‘tidak hanya….tetapi juga…’.. 45 

3.2 ～しか   ………………………………………………………… 40 

 3.2.1 ～ し か  yang menyatakan makna 
‘hanya’……………………………………………………………. 41 

 
 3.2.2 ～ し か  yang menyatakan makna  ‘tidak ada yang lain, 

selain’……………………………………………………………. 46 
 

BAB IV KESIMPULAN……………………………………………….……… 52 

SINOPSIS     

DAFTAR PUSTAKA 

LAMPIRAN 

RIWAYAT HIDUP PENULIS 

 

 

iv 

 


	Sinopsis.pdf
	0242060_Abstract_TOC.pdf
	Riwayat Hidup.pdf
	Daftar Isi.pdf


